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問 

　
国
が
策
定
し
た
ｉ
I
Ｊ
ａ
ｐ

ａ
ｎ
戦
略
2
0
1
5【

】で
見

据
え
た
2
0
1
5
年
ま
で
、
残

す
と
こ
ろ
あ
と
２
年
と
い
う
状

況
の
中
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
取
り
組
み
に

つ
い
て
尋
ね
る
。

I
T
戦
略
本
部
が
2
0
0
9

年
７
月
６
日
、「
i
─

J
a
p
a
n

戦
略
2
0
1
5
」を
発
表
し
た
。

　

新
戦
略
は
「
I
T
新
改
革
戦
略

（
2
0
0
6
年
１
月
発
表
）」
を
引
き

継
ぐ
新
た
な
デ
ジ
タ
ル
戦
略
と
い

う
位
置
付
け
で
、
2
0
1
5
年
ま

で
に
実
現
す
べ
き
デ
ジ
タ
ル
社
会

の
将
来
像
と
実
現
に
向
け
た
戦
略

が
描
か
れ
て
い
る
。『
国
民
主
役
の

「
デ
ジ
タ
ル
安
心
・
活
力
社
会
」
の

実
現
を
目
指
し
て
～
T
o
w
a
r
d
s 

D
i
g
i
t
a
l 

i
n
c
l
u
s
i
o
n 

& 

i
n
n
o
v
a
t
i
o
n
」
と
い
う
副

題
が
つ
け
ら
れ
、「
デ
ジ
タ
ル
社
会

の
実
現
に
向
け
た
取
り
組
み
を
通
じ

て
、
国
際
競
争
力
を
高
め
、
世
界
に

共
通
す
る
課
題
を
先
ん
じ
て
克
服
す

る
こ
と
に
よ
り
、
世
界
に
対
し
て
の

リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
発
揮
す
る
こ
と

を
目
指
す
」
と
も
明
記
さ
れ
て
い
ま

す
。

⑴　
ウ
イ
ン
ド
ウ
ズ
Ｘ
Ｐ
の
サ

ポ
ー
ト
期
限
が
終
了
を
迎
え

る
が
Ｏ
Ｓ
更
新
の
現
状
と
対

策
は
。

⑵　
災
害
時
に
お
け
る
行
政
シ

ス
テ
ム
の
事
業
継
続
の
た
め

に
、
ど
の
よ
う
な
対
策
が
さ
れ

て
い
る
の
か
。

⑶　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
に
よ

り
、
市
の
行
政
シ
ス
テ
ム
に
ど

の
よ
う
な
影
響
が
あ
る
の
か
。

⑷　
導
入
維
持
費
に
関
す
る
費

用
は
ど
う
考
え
て
い
る
か
。

   

答 

財
政
課
長

⑴　

４
月
17
日
に
ウ
イ
ン
ド
ウ

ズ
Ｘ
Ｐ
な
ど
の
サ
ポ
ー
ト
が
、

26
年
４
月
９
日
終
了
す
る
旨
を

職
員
に
通
知
し
た
。
22
年
度
以

降
に
導
入
、
今
年
度
に
更
新
を

予
定
し
て
い
る
パ
ソ
コ
ン
は
、

ウ
イ
ン
ド
ウ
ズ
７
等
に
切
り
か

え
る
予
定
で
あ
る
。

　

こ
の
ま
ま
で
は
業
務
に
影
響

が
出
る
た
め
、
ソ
フ
ト
の
入
れ

か
え
、
更
新
時
期
の
変
更
な
ど

を
今
年
度
中
に
対
応
す
る
。

⑵　

住
民
基
本
台
帳
、
税
を
は

じ
め
と
す
る
基
幹
業
務
は
、
ク

ラ
ウ
ド
方
式
を
導
入
し
、
常
に

バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
を
し
て
い
る
。

　

基
幹
業
務
以
外
の
電
算
シ
ス

テ
ム
に
つ
い
て
も
、
戸
籍
副
本

デ
ー
タ
管
理
シ
ス
テ
ム
を
導
入

し
、
国
が
管
理
す
る
戸
籍
副
本

管
理
セ
ン
タ
ー
で
バ
ッ
ク
ア
ッ

プ
を
す
る
。

　

業
務
に
よ
っ
て
は
、
ク
ラ
ウ

ド
サ
ー
ビ
ス
を
行
わ
な
い
も
の

が
あ
る
が
、
今
後
、
ク
ラ
ウ
ド

サ
ー
ビ
ス
を
で
き
る
も
の
か
ら

導
入
し
て
対
策
の
一
環
と
し
た

い
。

⑶　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
関
連
の
シ

ス
テ
ム
と
当
市
の
シ
ス
テ
ム
と

の
イ
ン
タ
ー
フ
ェ
ー
ス
部
分
の

改
修
が
必
要
に
な
る
と
考
え
て

い
る
。

⑷　

国
の
導
入
コ
ス
ト
に
つ
い

て
は
、
シ
ス
テ
ム
構
築
費
な
ど

の
初
期
費
用
に
２
千
700
億
円
、

運
用
開
始
後
の
維
持
費
な
ど
で

年
間
300
億
円
程
度
か
か
る
見
通

し
と
報
道
さ
れ
て
い
る
が
、
未

だ
、
国
か
ら
通
知
は
な
い
。

　

今
回
の
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度

に
お
け
る
経
費
に
つ
い
て
は
、

国
に
お
い
て
全
額
財
源
措
置
を

講
じ
て
い
た
だ
く
よ
う
、
要
望

し
て
い
く
。

   

問 

⒧　
市
は
現
在
、
３
階
建
て
以

上
の
建
物
に
住
居
人
、
企
業
の

協
力
を
得
な
が
ら
、
津
波
・
高

潮
対
策
と
し
て
、
緊
急
時
一
時

避
難
所
の
指
定
を
案
内
看
板
の

設
置
と
と
も
に
進
め
て
い
る

が
、
一
時
避
難
所
の
確
保
は
ど

こ
ま
で
進
み
、
ま
た
想
定
さ
れ

る
避
難
者
に
対
し
、
充
足
さ
れ

て
い
る
か
。

⑵　
市
に
お
け
る
災
害
弱
者
対

策
の
強
化
、
特
に
要
援
護
者
の

名
簿
の
義
務
化
の
取
り
扱
い
に

つ
い
て
、ど
の
よ
う
に
認
識
し
、

取
り
組
ん
で
い
る
か
。

   

答 

防
災
安
全
課
長

⒧　

現
在
40
カ
所
を
指
定
。
面

積
は
約
４
万
３
千
平
米
。
１

人
１
平
米
の
換
算
と
す
る
と
、

４
万
３
千
人
程
度
に
な
る
が
、

地
域
に
よ
り
避
難
場
所
に
ば
ら

つ
き
が
あ
り
、
地
区
に
よ
っ
て

は
、
不
足
す
る
場
合
も
考
え
ら

れ
る
。

⑵　

災
害
弱
者
に
対
す
る
事
前

の
名
簿
づ
く
り
が
一
番
大
切
で

あ
り
、
そ
れ
を
地
元
が
管
理
す

る
こ
と
が
最
低
限
必
要
な
こ
と

だ
と
考
え
る
。
し
か
し
、
個
人

情
報
保
護
法
に
よ
り
、
災
害
発

生
時
以
外
に
行
政
で
持
つ
デ
ー

タ
を
自
治
会
、
防
災
会
な
ど
に

渡
す
こ
と
が
で
き
な
い
の
が
現

状
で
あ
る
。
名
簿
づ
く
り
は
、

今
年
度
防
災
会
で
重
点
的
に
取

り
組
ま
れ
る
と
聞
い
て
い
る
。

弥
富
市
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
に
お
け
る

取
り
組
み
に
つ
い
て 公

明
党

 
堀
岡 

敏
喜 

議
員

防
災
及
び
災
害
対
策
基
本
法

に
対
す
る
取
り
組
み
に
つ
い
て

公
助
の
限
界
と
自
助
・

共
助
の
重
要
性
が
必
要

現
在
の
シ
ス
テ
ム
で
は

様
々
な
影
響
が
生
じ
る




